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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成22年2月4日(2010.2.4)

【公開番号】特開2008-151715(P2008-151715A)
【公開日】平成20年7月3日(2008.7.3)
【年通号数】公開・登録公報2008-026
【出願番号】特願2006-341934(P2006-341934)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｒ  31/02     (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ  21/00     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ  29/38     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｒ  31/02    　　　　
   Ｇ０３Ｇ  21/00    ５１０　
   Ｂ４１Ｊ  29/38    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成21年12月15日(2009.12.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の電子部品を備えた電子装置であって、
　前記電子部品への電気信号の入出力を制御する制御用回路と、
　前記複数の電子部品のそれぞれの接続を検査する複数の検査用回路と、
　を備え、
　前記複数の検査用回路を直列に接続して終端に前記制御用回路を接続し、
　前記検査用回路から出力される検査信号を後段の前記検査用回路に転送しながら順番に
重畳して、前記制御用回路に入力し、前記制御用回路において各電子部品の接続の適否を
判定することを特徴とする電子装置。
【請求項２】
　前記検査用回路は、前記電子部品に流れ込む電流、または、前記電子部品に印加される
電圧を検出することを特徴とする請求項１に記載の電子装置。
【請求項３】
　前記複数の検査用回路と前記制御用回路とをリング状に接続し、
　前記制御用回路から出力された、前記複数の検査用回路を順番に駆動するためのスター
ト信号を、前記複数の検査用回路において順番に遅延させた後、前記制御用回路に戻す構
成を備え、
　前記制御用回路は、前記スタート信号を出力してから該スタート信号が入力されるまで
の全遅延時間をカウントすることで、前記複数の検査用回路の個数を検知することを特徴
とする請求項１に記載の電子装置。
【請求項４】
　記録材上に画像を形成する画像形成装置であることを特徴とする請求項１に記載の電子
装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】電子装置
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　上記目的を達成するため、本発明に係る装置は、
　複数の電子部品を備えた電子装置であって、
　前記電子部品への電気信号の入出力を制御する制御用回路と、
　前記複数の電子部品のそれぞれの接続を検査する複数の検査用回路と、
　を備え、
　前記複数の検査用回路を直列に接続して終端に前記制御用回路を接続し、
　前記検査用回路から出力される検査信号を後段の前記検査用回路に転送しながら順番に
重畳して、前記制御用回路に入力し、前記制御用回路において各電子部品の接続の適否を
判定することを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
　図５はスレーブ回路４０１の内部構成図である。スレーブ回路４０１は、Ｓｔａｒｔ（
各ＬＳＩへのシリアル転送開始信号）と、Ｃｌｏｃｋ（シリアル通信転送クロック）と、
Ｄａｔａ（通信データ）とを用いてシリアル通信を行う。スレーブ回路４０１は、それぞ
れシリアル通信用の入力端子と出力端子とを備え、図４のように１組のシリアル制御ライ
ンに直列に複数個接続されている。更に、直列に接続された複数のスレーブ回路４０１の
両端のスレーブ回路４０１はマスタ回路４３１に接続されている。マスタ回路４３１の出
力端子から出力されたトリガー信号に応じて、順番にスレーブ回路４０１が駆動し、それ
ぞれの検査用ＬＳＩによる電子部品の接続検査結果を重畳して、最終的に再度マスタ回路
４３１の入力端子に入力する。なお、図４では３つのスレーブ回路４０１が接続された様
子を示しているが、本願発明はこれに限定されるものではなく、４つ以上でもかまわない
。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３５】
　図７は本実施の形態における制御用ＬＳＩにおけるカウント処理を示すフローチャート
である。まず、ステップＳ７０２では、イニシャライゼイションとして、Ｃｏｕｎｔｅｒ
値をクリアする。次に、ステップＳ７０３にてＳｔａｒｔ信号を出力する（Ｓｔａｒｔ　
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ｆｌａｇに１を代入する）。次に、Ｃｌｏｃｋの立ち上がりを見て（Ｓ７０４）、Ｃｌｏ
ｃｋの立ち上がりごとに内部Ｃｏｕｎｔｅｒをインクリメントする（Ｓ７０５）。このイ
ンクリメントを、出力したＳｔａｒｔ信号が再びＨｉｇｈになるまで繰り返される（Ｓ７
０６）。Ｓｔａｒｔ信号がＨｉｇｈになった時にはＣｏｕｎｔｅｒ値をＲｅａｄＣｏｕｎ
ｔｅｒに格納する（Ｓ７０７）。そして、Ｃｌｏｃｋの立ち上がりごとにＤａｔａ信号を
内部レジスタに格納しつつ（Ｓ７０９）、ＲｅａｄＣｏｕｎｔｅｒ値をデクリメントする
（Ｓ７１０）。そして、ＲｅａｄＣｏｕｎｔｅｒ値が“０”になるまで、繰り返しＤａｔ
ａ信号を内部レジスタに格納する（Ｓ７０８からＳ７１１）。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３６】
　このフローで各電子部品の接続の適否を判定可能となる。本実施の形態では通信の欠落
・ノイズ等の影響を考え図７のＳ７０９のレジスタを３つ以上用意し、図７のフローで複
数回データを格納した後に多数決でデータの判断を行う。
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